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示した第 1 章、４つのケーススタディを扱う第 2 章から第 4 章、それらの実証研究を
通して省察プロセスのモデルを示した終章からなる。  






















 第 3 章では、異分野あるいは同分野の同僚からの情報に基づく省察プロセス、生成
される PCK、ならびに省察を促すツールの役割を明らかにすることを目的として、e
ポートフォリオとコミュニティ支援の機能を中心としたポータルサイトである
MOST（Mutual Online System for Teaching and Learning）を用いたケーススタデ
ィ 2「異分野の同僚との協調的な省察」とケーススタディ 3「同分野の同僚との協調
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的な省察」に関するアクションリサーチの方法と結果が示された。その結果、ケース





位置づけに関する PCK が生成されたことが確認された。また、大学の部局内で e ポ
ートフォリオを用いてオンライン上で実施することで、対面の教授活動の改善プログ
ラムの質向上につながることが示唆された。  
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まず、省察とは PCK の生成を伴うものであり、それは「PK 指向の PCK」と「CK
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